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1 D×N学生の協働による人材育成 ② □ □
2 グローバル的思考の涵養 ② □ □
3 [D]カリキュラムの着実な運用 ② □ □
4 [D]企業や外部機関と連携した課題実習 ① □ □
5 [N]多様な専門職と連携できる看護職育成 ① ② □ □
6 [N]臨床現場で活躍できる看護職育成 □ □
7 [博前]高度専門職業人の育成 ② □ □
8
[博後]実践的専門職・研究者・教育者の育
成 □ □

9 的確なキャリア相談・支援 □ □
10 経済的困窮学生に対する支援 □ □
11 バリアフリー化など学内環境の向上 ② □ □
12 学生のメンタルヘルスの維持・向上 □ □
13 留学生へ日本語能力の向上支援 □ □
14 D×N連携による先進的研究の推進 ① ② □ □
15 地域特性・地域課題に関する研究推進 □ □
16 [D]企業や外部機関と連携した研究推進 □ □
17 積極的な科学研究費助成事業等の申請 □ □
18 研究成果や作品の国内外への発信 □ □
19 地域産学連携協力 ① ② □ □
20 市内企業・医療機関等の情報提供 □ □
21 公開講座による地元企業の競争力強化 ② □ □
22 [N]看護コンソーシアムを通じたキャリア形成 ② □ □
23 公開講座を通じた知的資源の社会還元 □ □
24 札幌市と連携した受託・共同研究 ② □ □
25 行政との地域産学連携協力 ② □ □
26 サテライトキャンパスの有効活用 □ □
27 卒業・修了生による講演会開催 □ □
28 海外提携校と人事交流の促進 ② □ □
29 戦略的・効果的な広報活動 □ □
30 図書館機能の充実 □ □
31 受験生等への適切な情報提供 □ □
32 組織生産性・教職員ワークライフ ① □ □
33 定員計画に基づく教員採用 □ □
34 教員評価制度の適切な運用 ② □ □
35 FD研修を通じた教員の資質向上 □ □
36 SD研修による事務局機能の強化 □ □
37 適切なPDCA(自己点検・評価) □ □
38 適切な成果指標の設定 ② □ □
39 自主財源の充実 ② □ □
40 事務の効率化・合理化 ② □ □
41 保全計画に基づく施設設備の維持管理 □ □
42 安全管理の徹底・危機管理体制の検証 ② □ □
43 省資源・省エネルギーの取組推進 □ □
44 個人情報の保護・管理 ② □ □
45 コンプライアンス研修 ② □ □
46 研究の不正防止 □ □
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【ヒアリング項目選定の方針（案）】 （①～⑤に該当するうちの１０項目（一人２項目程度）について事務局で選

定）

① 2020事業年度計画の重点取組項目

② 前年度評価において、評価委員会が意見・指摘等を行った項目

③ 数値目標（成果指標）に対し結果が著しく乖離している項目

④ 「新型コロナ」に関連し、取組みを中止する等、特筆すべき事項がある項目
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47 入学者選抜試験の円滑な実施 □ □


